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＜概要＞ 

 豊橋技術科学大学 IT 活用教育センターの細田侑也助教は、人間の発声メカニズムにおけ

る声帯振動のピッチを通話音声から推定する手法を開発しました。本手法では、音声の振

幅及び位相スペクトルから抽出された特徴量を複素平面上で統合してピッチを推定します。

実験では、通信規格で周波数帯域が制限されている通話音声に対しても有効であるだけで

なく、背景雑音が付加された環境でも提案法が頑健に機能することを示しました。 

 

＜詳細＞ 

 パーキンソン病などの神経変性疾患の重症化を防止するためには、初期症状である構音

障害を早期に診断することが望ましいです。構音障害の特徴として、声の震えや呼気の乱

れが挙げられます。臨床検査では患者の声から症状を診断しますが、時間や労力がかかる

だけでなく、山間部などの遠隔地での対面実施は困難です。そこで本研究では、通信機器

を介して回診する遠隔医療により、自動的に構音障害を診断するシステムの開発を目指し

ます。 

 構音障害の患者には、肺から放出された空気で生じる声帯振動が喉や口腔で共鳴して声

が生成されるという発声メカニズムに異常が生じています。本研究では、声帯振動に関す

る状態を診断するために振動周期（ピッチ）を推定することを目的とします。これまでに、

音声の周波数解析で得られる振幅スペクトルに関する特徴量に基づいて、背景雑音に対し

ても頑健なピッチ計測手法が考案されています。しかし、遠隔医療における通話音声では、

通信規格により振幅スペクトルが一部欠如しています。そのため、情報量が削減されてい

る振幅スペクトルから特徴量を抽出すると、ピッチを誤って推定する恐れがあります。 

 本研究では、振幅スペクトルに加えて、周波数解析の副産物である位相スペクトルから

追加で特徴量を抽出する手法を提案しました。まず、時間方向及び周波数方向における位

相のズレとピッチの関係式を導出して、観測された位相のズレを関係式に当てはめること

で、ピッチを推定できることを検証しました。この知見に基づいて、関係式への当てはま

り具合を定量的に評価する特徴量を新たに位相スペクトルから抽出しました。最終的に、

振幅スペクトルから抽出される特徴量と複素平面上で統合することで、背景雑音に対する

頑健性を維持しつつ、通話音声のピッチ推定で生じる特徴量不足を補いました。 

 図は、通話音声に対するピッチ推定結果を表します。振幅スペクトルのみを使用する先

行研究では、帯域制限で情報量が削減されているため、本来よりも高くピッチを推定しま

した。一方で提案法では、振幅及び位相スペクトルに関する特徴量を用いて通話音声から

正確にピッチを推定しました。また、誤差が生じた区間の割合を表す評価指標 Gross Pitch 

Error (GPE)では、先行研究の 42.2 %に対して、提案法は 9.5 %まで改善しました。加えて、

背景雑音が付加された通話音声に対しても 15.2 %を達成して頑健性を示しました。 

通話音声から声の状態を診断 
～遠隔医療における構音障害診断システムの開発に向けて～ 



 

＜今後の展望＞ 

 本研究では、声帯振動の異常を検出するためにピッチ推定に着目しましたが、呼吸器や

口腔の異常も構音障害を引き起こす要因です。これらの症状を検出するために、振幅スペ

クトルから特徴量を抽出する手法が考案されていますが、位相スペクトルに関しては十分

に検証されていません。将来的には、他の症例に関しても位相スペクトルから関連する特

徴量を抽出することに取り組みます。また、それらの特徴量を総合的に解析することで、

遠隔医療において有効に機能する構音障害診断システムを開発します。 
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図：通話音声に対するピッチ推

定結果。 
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